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堀
太
郎
助
・
改
田
太
郎
八
等
明
智
に
腐
し
、
二
僚
の
披
へ
押
寄
た
り
。

大
形
鎗
は
不
持
。
庄
兵
衛
は
身
の
無
之
鎗
を
持
ち
た
り
。
彦
右
衛
門

見
て
、
座
兵
衛
鎗
は
身
は
無
し
と
い
へ
ば
、
庄
兵
衛
問
て
何
を
知
て
と

一
足
ふ
ま
L

民
、
門
を
強
く
押
し
け
れ
ば
、
貫
の
木
を
縄
に
て
か
ら
げ
.
て

置
た
る
故
に
、
合
口
受
尺
許
あ
き
た
り
。
庄
兵
衛
一
番
に
是
よ
り
く

ど
り
入
る
。
作
左
衛
門
・
太
郎
助
は
鎗
は
た
し
、
さ
し
万
に
て
つ
h

い
て
入
る
。
以
上
三
人
也
。
内
は
二
十
問
ば
か
り
も
有
り
て
叉
門
あ

り
。
人
は
受
人
も
な
し
。
三
人
門
内
へ
は
入
り
た
れ
ど
も
敵
は
な
く
、

味
方
も
つ
ピ
か
宇
。
此
方
の
門
の
前
に
居
敷
き
見
合

τ居
候
所
に
‘

内
よ
り
村
井
春
長
軒
此
方
三
人
を
見

τ内
へ
入
る
と
、
又
赤
座
七
郎

右
衛
門
鎧
の
閥
迄
着
て
mHも
不
渚
、
朱
柄
の
鎗
を
持
て
門
外
へ
出
で
、

三
人
へ
向
ひ
鎗
を
打
採
り
、
鎗
を
ま
ゐ
ら
う
/
¥
と
去
ふ
。
縫
て
山

口
小
郷
梯
惟
子
を
尻
つ
ま
げ
し
、
是
も
朱
柄
の
鎗
を
持
て
赤
座
と
雨

人
に
て
か
L
る
。
庄
兵
衛
は
座
し
た
る
ま
L

K
て
、
鎗
を
膝
の
上
に

の
せ
待
受
た
り
。
佐
左
衛
門
・
太
郎
助
は
刀
を
抜

τ庄
兵
衛
が
如
く

折
敷
て
待
つ
。
七
郎
右
衛
門
・
小
鉢
鎗
を
以
て
三
人
を
突
倒
す
。
門
外

の
者
共
聞
之
、
門
を
押
破
る
。
雨
入
は
見
之
二
の
門
の
内
へ
入
る
。
政

手
共
こ
の
門
際
へ
押
誌
、
三
人
は
深
乎
に
て
是
よ
り
勝
る
。
共
後
。
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儀
は
不
知
と
。
諮
・
2

作
左
衛
門
話
。

一
、
榊
原
左
兵
衛
島
原
披
一
番
乗
の
事

寛
永
十
五
年
二
月
二
十
八
日
、
肥
前
島
原
の
内
容
日
野
の
披
滞
去
‘

男
女
一
人
も
不
磁
撫
切
た
り
。
震
上
使
太
閤
備
中
守
盟
前
の
園
小
倉

迄
下
向
し
‘
今
度
春
日
野
へ
被
向
候
誇
大
名
へ
小
倉
に
て
参
曾
し
、

此
度
各
粉
骨
を
被
盤
情
に
被
入
候
故
、
思
召
の
外
早
速
落
去
、
御
悦
菩

被
遊
候
。
各
直
に
園
々
へ
被
罷
蹄
、
緩
々
可
有
休
息
と
の
上
意
演
越
せ

り
。
各
謹
て
恭
き
皆
御
請
也
。
然
庭
松
平
豆
州
被
申
は
、
此
儀
は
於

江
戸
殿
中
食
議
可
有
之
儀
と
存
候
へ
共
、
備
中
矯
御
名
代
下
向
の
上

は
有
増
申
出
候
。
今
度
春
日
野
の
減
、
二
月
二
十
七
八
日
の
内
可
鋳

惣
攻
と
各
談
合
一
決
し
、
雨
日
の
内
室
て
日
限
可
相
鯖
と
極
置
候
所

に
、
廿
七
日
霊
て
の
下
知
を
不
待
.
鍋
島
信
州
の
手
よ
り
出
丸
を
梁

取
に
付
、
惣
軍
不
待
下
知
惣
攻
に
し
、
廿
八
日
令
落
去
候
。
然
れ
ば
信

州
軍
令
を
破
ら
れ
候
儀
騒
然
に
候
。
此
趣
定
て
於
殿
中
御
吟
味
可
有

之
候
僚
、
共
御
心
得
可
有
之
と
被
申
候
。
満
座
閉
口
の
所
、
信
州
殊
の

外
行
賞
り
致
迷
惑
被
申
候
。
我
等
寧
令
を
背
き
申
に
て
は
夢
々
無
之

候
。
我
等
手
前
へ
の
御
日
付
榊
原
飛
騨
守
、
民
先
に
出
丸
を
乗
被
申

候
に
付
‘
難
見
拾
侠
て
我
等
采
幣
を
取

τ惣
懸
に
仕
候
。
此
段
無
紛
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事
に
候
と
被
申
候
。
時
に
飛
州
は
長
崎
に
被
居
候
。
尋
ね
に
可
遁
と

也
。
信
州
中
々
可
有
御
等
候
。
治
相
違
有
之
閑
敷
候
と
被
申
候
。
依

之
路
大
勝
小
倉
陀
逗
留
し
、
長
崎
へ
以
害
欣
等
ね
議
す
。
飛
州
返
書

に
‘
信
州
の
手
よ
り
一
番
乗
に
て
は
無
之
候
。
我
ら
せ
が
れ
左
兵
衛

拾
八
歳
、
若
年
故
一
番
に
出
丸
へ
附
申
候
。
父
子
の
情
難
見
拾
、
我
等

も
同
然
に
乗
申
候
慮
、
信
州
父
子
叉
我
等
を
助
て
付
被
申
候
。
此
段

少
し
も
相
違
無
之
官
申
来
る
。
飛
腕
守
父
子
閉
門
被
仰
付
候
。
但
翌

年
関
門
の
節
左
兵
衛
儀
持
筒
頭
陀
被
命
。
・
酬
し
鹿
醤
玄
左
衛
門

一
、
慶
長
七
年
東
照
宮
御
上
洛
白
衣

慶
長
七
年
二
月
三
日
東
照
宮
上
洛
‘
同
月
十
四
日
伏
見
着
、
三
月
十

三
日
舶
に
て
大
阪
へ
下
り
二
丸
へ
移
り
‘
翠
日
御
太
刀
馬
代
を
以
て

秀
額
公
へ
奔
務
、
十
五
日
伏
見
へ
蹄
着
、
四
月
廿
八
日
入
浴
、
五
月

朔
参
内
、
於
禁
中
今
春
大
夫
能
興
行
‘
三
日
伏
見
蹄
舘
、
六
月
十
一
日

南
都
東
大
寺
官
邸
開
き
、
勅
使
勧
修
寺
中
将
光
盟
・
庚
橋
右
大
緋
網

光
な
り
。
東
照
宮
よ
り
士
十
人
従
之
。
奉
行
本
多
上
野
介
E
純
κ

大

久
保
十
兵
衛
.
香
看
は
簿
命
院
也
。
蘭
著
待
部
品
寸
八
分
識
之
。
奇
甫
木

・
本
口
笠
尺
五
寸
、
長
五
尺
受
寸
と
云
ふ
。
此
時
官
庫
有
修
補
。
八
月
十

日
生
け
る
豹
貸
頭
、
自
東
照
宮
大
阪
城
中
へ
被
進
。

可
観
小
読
巻
十
九

一
、
東
照
宮
と
本
多
依
州
の
逮
逝

東
照
宮
苑
去
三
十
日
前
、
三
月
十
七
日
駿
府
迄
勅
使
あ
り
て
任
太
政

大
臣
。
此
節
本
多
侠
州
正
信
は
病
無
に
て
無
出
仕
。
東
照
宮
御
陵
事
目

出
度
思
召
、
且
叉
佐
渡
守
病
気
無
御
心
元
、
南
方
上
使
被
成
下
候
。
共
御

諦
に
、
最
早
能
き
時
分
に
候
。
御
他
界
捕
目
出
度
可
有
之
候
。
我
等
儀

御
取
立
被
成
か
様
に
罷
成
、
共
上
此
御
陵
事
承
候
へ
ば
能
き
時
分
に

候
問
、
死
申
様
に
迄
存
侯
と
被
申
上
候
。
東
照
宮
最
と
上
意
に
て
、
共

よ
り
御
薬
不
被
召
上
候
。
台
徳
院
様
色
々
一
被
仰
上
候
へ
ば
、
御
口
迄
は

御
入
被
成
候
得
ど
も
、
御
吐
逆
と
て
御
吐
被
成
候
。
翠
月
十
七
日
菟

去
。
依
州
も
無
程
病
卒
。
一
一
一
町
枇
山
川
崎

一
、
安
藤
九
郎
左
衛
門
の
熔
接
見
事
・
な
る
事

延
費
三
年
五
月
安
藤
右
京
亮
殿
弟
安
藤
九
郎
左
衛
門
殿
、
江
戸
に
て

浅
野
紀
伊
守
殿
赤
坂
の
邸
へ
見
廻
て
其
蹄
り
、
小
六
の
宮
の
遜
に
て

細
川
越
中
守
殿
家
匡
乗
松
伊
兵
衛
と
云
も
の
に
行
合
ふ
。
伊
兵
衛
は

歴
々
の
衆
と
見
て
馬
を
脇
へ
除
て
居
る
。
九
郎
左
衛
門
の
家
来
い
か

つ
に
伊
兵
衛
馬
を
推
除
け
た
り
。
伊
兵
衛
馬
よ
り
会
り
鎗
沿
っ
取
‘

一
人
も
や
る
ま
じ
と
遁
か
く
る
。
九
郎
た
街
門
駕
錨
よ
り
出
で
、
克
に

候
。
暫
〈
待
給
へ
と
て
伊
兵
衛
側
へ
近
〈
寄
て
、
可
打
果
に
樹
り
候

六
五




